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  1928 年 京都大学理学部   火山研究所 
  1934 年 東京大学地震研究所 浅間火山観測所 
  1960 年 京都大学防災研究所 桜島火山観測所 
  1964 年 東京大学地震研究所 霧島火山観測所 




  1927/11/30 西部毎日   「志田所長は語る」 







のは来月 20 日ころで竣工式は冬ごもりして内牧，千里ヶ原の両支所も出来上がって来年 8 月頃挙
げたいと思っています．』 
 































 志田 順（1932）「阿蘇山活動の過去現在と爆発予知の問題」 
      昭和 6 年陸軍特別大演習記録．熊本市．211-217． 


























   第１種微動 ウィーヘルト地震計 設置後 すぐに観測される 
         周期 0.8-1.5 秒 1 Hz 前後 調和波  一種の Love 波 方位依存性 
         震源：第１火口の北火口壁直下 内部爆発による 
         活動中：連続  静穏期：孤立化 
 
   第２種微動 活動期に観測 なめらかな振動で 規則的 周期 3.5-8 秒以上 
         静穏期：孤立的  活動期：振幅・頻度増加 連続化 
         波形は２つからなる  一種の Rayleigh 波  方向依存性がある 
         前駆波：小振幅な不規則波 第１種 継続時間 10-30 秒 
         主要動波：規則的な波動  
         通常の Rayleigh 波とは上下動と水平動の振幅割合で異なる 
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   第３種微動  活動期にだけ 連続的 1932/8～9 
         周期 0.1-0.6 秒  2～10Hz  一種の Rayleigh 
         時には 鳴動・噴煙噴出時にパルス的な振動 不規則 
         ４象限型   火山ガスの内部爆発で発生 
 
   第４種微動 噴火時に発生 連続的 1932/9/5 15:14～ 30 分間だけ出現 
         第３種微動に重なって発生  周期 0.2 秒 5 Hz 
           第３種の方が第４種よりも振幅が大きい 
         火山活動とどのような対応で発生するか不明である 
 
   噴火地震（爆発地震） 
 
 最近の分類 
   短周期微動 
    高周波部 前駆微動  0.1 秒 10 Hz    
                 震源は火口直下表面近い浅所      噴気活動に対応する 
                 火道内で等方的な爆発（爆縮） その後火山ガスの移動がおこる 
    低周波部 主要動   0.5 秒 2Hz    
                  剪断破壊の低周波地震 伸張応力  火口列の方向（NNW-SSE） 
             震源は高周波部より 500m 程度深い 
   長周期微動（LPT）   
     5～15 秒  等方的な膨張・収縮と垂直クラックの開閉により発生 
       震源は第１火口の南西約 200m 深さ  約 1km 火道内 
     （板状：傾斜 地表約 75 度 西向き 火口列に平行に傾斜した縦横数 100m ） 
     発生機構：地下水と高温ガスとの熱水反応 板状が開閉および膨張・収縮 
     低周波部の震源位置とほぼ一致 
       低周波部と LPT がほぼ同じ時刻に発生 
 
●阿蘇火山の火山活動の特徴 
 1．火山性地震 発生頻度・震源位置の変化が無く火山活動に対応しない 
 2．地盤変動  火口近傍で火山活動の推移に伴った地盤変動が極めて小さい 
         草千里で変化あり 
 3．重力変化  火口近傍で大きな変化が無い 
 4．火山性微動 常時観測される 火山活動に伴う変化が大きい 
 5．火山ガス  SO2放出 常時観測される 
 6．湯だまり  静穏期に湯だまりが存在する 
 
●大学火山観測所の設立目的 
  活動的火山の総合的な基礎的研究の推進 
  噴火予知・予測研究の高度化とその手法の確立 
  火山災害の軽減および火山資源の活用 
  大学内の共同教育研究施設 
  常時連続観測 
  学生・院生に観測調査ならびに研究・実習の場 
    人材の養成・確保 
 
●観測所の今後の役割・存在意義・教育・研究 
  常時観測の重要性 
     火山の諸現象を充分理解するため 
     充分長期間にわたる時間の流れに沿った諸現象を多面的に把握する 
     火山それぞれの個性を知るため再現不可能な自然現象を研究対象にしている 
  教育の充実が重要 
     フィールドワークの拠点 
     フィールドラボラトリーの拠点 
     フィールドサイエンスの核として発展・進化 
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  地域社会への還元 
     密接な関係強化と研究成果の積極的な還元 
     ホームドクター 
 
●研究施設のあり方 
 （30～40 年近く前の施設長会議での討論内容） 
 （1969 年 6 月 学術審議会 学術研究体制特別委員会 中間報告） 
  学部：学問研究の自由を享受して，その分野の進歩に専念し， 
     常に学問の最前線の開拓に心がけるべきである． 
     仕事をやり易くするため，学部の必要に応じ， 
     補助要員の定員を付けた研究専念用の施設を設けることが望ましい． 
     そこでは一時的に教育義務から解放され， 
       研究に専念する教官 
       境界領域の開拓に従事している教官 
       研究のために特殊の施設を必要とする教官 
       彼らのために利用される． 
     研究施設は 
       特定の研究に焦点を合わせた 
         共同研究の場所として利用 
       運営は柔軟性が必要である 
  教室・・・・教育と研究に重点 
  施設・・・・研究に重点 
         特殊な業務があり，負担が大きい 
         教育については 
          立地条件から 教室と同等には出来ない 
          施設でなければ出来ない教育を行う 
        隔地施設の目的 
          地理的条件に依拠した現象の研究する 
          その結果，研究は総合的となるが流動的である 
          自然は複雑で抽象化は困難 その結果，生産性が低くなる 
  併任教官の意義 
       抽象化への手助け・・・予算獲得 
       流動化の補助 他分野から研究補助 
       現地の成果を紹介 
       本部の意向を伝達 
 
●観測屋か解析屋か 
  併任教官の多くが また 教室の教官の多くが 解析屋へ 
    観測の意義の理解が欠ける 
  解析屋は 論文生産性が高い 
    解析屋からみた観測屋への偏見・・・研究に格差 
  観測屋は，観測を重ね 自然を見る 
    観測すればなんらかの情報が得られ 
    それを解釈するためにさらに観測を続ける 
    あるいは別の方法による観測をする 
    何年も観測してやっと変化が見えてくる 
    フィールドサイエンスの醍醐味がそこにある  
    しかし それを外から見ると 
      単に観測だけしか見られない 
    結果だけが重要という見地とは相容れない 
 
  ・グローバルとローカル 
